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【調査研究の概要】

・塩ビ管製のコアサンプラーを試作し、湖心採泥のコアサンプルの採取を試みたが、極めて困難であることが分

かった。不攪乱柱状採泥器の購入計画も検討したが、費用の高さ（46 万円）、運用・管理の問題などから購入を

保留している。

・湖内７地点のエクマンバージ式採泥器による底泥調査からは、セシウムの放射能濃度は次第に下がる傾向にあ

ることが示されている。これが、底泥のいかなる移動の結果であるのかはわからない。

・流入河川水中の懸濁物質を凝集剤で凝集させ、その沈殿物の放射能測定を行った。結果として、セシウムの流

入量は湖から出ていく量よりも多いことが考えられ、霞ヶ浦にセシウムが蓄積していることが推測される。

【調査研究の経過】

2013 年 4 月 8 日 調査参加団体合同会議

4 月 10 日、13 日、15 日、17 日 流入河川採水調査

4 月 21 日 高木基金より大沼顧問等 3 名を招いて霞ヶ浦実地視察

5 月 12 日 つくば市民放射能測定所開所１周年報告会

5 月 17 日 霞ヶ浦湖内線量調査

5 月～8 月 塩ビ管を利用したコアサンプラーの試作

5 月 28 日、8 月 8 日、11 月 21 日 霞ヶ浦採泥調査

10 月 12 日-14 日 水郷水都全国会議霞ヶ浦大会参加

2014 年 1 月～3 月 塩ビ管を利用した浮遊砂サンプラーの試作

4 月 6 日 高木基金市民測定所研究交流会・つくば市民放射能

測定所 2 周年講報告会

【今後の展望など】

・浮遊砂サンプラーによる流入河川水の放射能汚染調査を行う。

・不攪乱柱状採泥器による霞ヶ浦湖内底泥調査を行う。湖底近くでのガンマ―線量調査を行い、線量マップの

作成とともに採泥地点検討の基礎データとする。

・食物連鎖を通じた魚の汚染を明らかにするために、魚の餌となるエビ、ハゼ、プランクトン等の放射能汚染

調査を行う。エビ、ハゼの検体は漁業者から購入する予定。
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助成のテーマ 霞ヶ浦の放射能汚染の実態調査と対策
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